
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

★★2026午年        を駆け抜け、次のステージへ★★ 
午年がスタートし、新しい一年が始まりました。冬休みは、リラックスする

ことはできましたか？1月にはマイ探究のクラス代表発表会や学習発表会（展

示部門）があり、これまでの学びの成果を形にして発信する機会が続きます。

2 月には職場体験や学年末考査を控え、社会に目を向ける経験や一年間の学習

を振り返る時期となります。3 月には先輩方の卒業式があり、自分たちが次の

立場へ進むことを実感する場面も増えていきます。これからの 3か月は、2年

生に向かうための大切な準備期間です。一つ一つの経験を次につなげ、着実に

力を蓄えていってほしいと願っています。保護者の皆様におかれましても、引

き続き本校の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
 

★★『マイ探究』 をふりかえって★★ 
10月～12月は、身近な疑問や好きなことを出発点とする

「マイ探究」に取り組み、問いを立て、調べ、考え、伝える

という一連の学びを経験しましたね。振り返りには「楽しか

った」「面白かった」という声が多く、自分の疑問を深めてい

く学習が、前向きな意欲につながったことがうかがえました。 

 

特に大きな成果として、発表・表現の力の成長が見られま

した。声量や話す速さ、目線、ジェスチャー、スライド構成

など、聞き手を意識した工夫が増え、内容で伝える発表が多

くなりました。伝える力も探究の一部であるという理解が定着

しています。また、仮説を立てて複数の資料から調べ、結論を

出す中で、「さらに知りたい」「別の視点が見えてきた」といった問

いの広がりを実感した生徒もいました。自分の考えを言葉にす

ることの難しさによって、自己理解が深まり、将来の学びや進

路を考えるきっかけになったという声もありました。 

 

一方で、時間配分やまとめ方、ツールの使い方に関する課題も明らかになりました。これ

らは次の改善に向けた大切なヒントです。先生たちも、みんなの感想を参考に、来年度は、

より長期的に探究に取り組めるよう、時間・方法・道具のあり方を検討していきたいと考

えています。マイ探究で育った力を、次の学びへと確実につなげていきましょう。 
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  保護者のみなさまへ 

★★職場体験 確認事項記入用紙のご提出を！★★ 
 職場体験まで１ヶ月を切りました。本日、『職場体験に関する確認事項について』のプ
リントを配布しました。３日間事業所名、事業所までの行き方や交通費、当日の遅刻・欠
席、携帯電話の所持などについて、お子さんと一緒に内容をご確認ください。必要事項を
ご記入のうえ、1月 16日（金）までにご提出をお願いいたします。また、細菌検査の提出を
お願いしている生徒の採便容器袋の提出は、1月 14日（水）朝学活です。 
 

★★１/１２（月）～１/１６（金）の時間割★★ 

 １/１２（月） １３（火） １４（水） １５（木） １６（金） １７（土） 
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●全員が同じスライドで発表するからこそ一人一人の実力が分かった。私の場合、今までスライドを頑張っていたので、今回

の発表で周りのすごい人との差を改めて感じた。今回学んだことをもとに、情報量や喋りを意識していきたいと思った。 

 

★マイ探究の活動を通して、何かを続けるにはそのことを楽しくできないとだめだということを実感しました。理由は、マイ

探究の問いを作るとき、初めに問いを設定したときに軽く調べていたら、とてもつまらなく感じ、別のことを始めてしまい

続かなかったが、自分が今一番気になっていることを探究したら、楽しく調べることができたからです。 

 
■今までは何も考えずに生活をしていたけど、探究を通して今まで見ていなかった視点が見れるようになった。また、「why」
見つけて自分で考え、探究をする楽しさも知れた。最後に他の人の発表を聞いた時も、面白い発表ばかりでどんどん知りた
いことが増えていった。未来の道を切り開くために、これからも「why」を求めて生きていくのが大切だと思う。 

 
◆もっと発表時間と製作時間が欲しかった。自分はもっと現地に行ったり、戸籍調べをしたり、現物を取り寄せたりしたかった。発

表したことを前提に人物像や時代背景を考えていくのが調査していて楽しかったのに・・・。 

 

 

 
 
 
 
 

成
人
の
日 

冬休みの課題・・・中身はていねいに取り組めましたか？ 
出さない選択肢を選ばないで！すべてやりきりましょう！ 

事業所の代表リーダーのみんな 事前訪問の日時のアポイント、よろしく！ 来週中にお願いします！ 


